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第
十
七
節
　
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
来
任
第
十
七
節
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
来
任
　
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
軍
艦
ア
ド
、
Σ
フ
ル
・
コ
ー
プ
マ
ン
号
≦
8
》
α
ヨ
ヰ
巴
国
o
ε
目
彗
は
一
八
六
〇
年
一
月
（
安
政
六
年
十
二
月
九
目
よ
り
安
政
七
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
で
、
こ
の
安
政
七
年
は
後
に
改
元
さ
れ
て
万
延
と
な
っ
た
）
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
あ
っ
た
が
、
同
艦
が
東
洋
に
廻
航
し
、
洋
上
迅
速
に
長
崎
に
入
港
し
た
の
は
同
年
十
一
月
（
万
延
元
年
冬
、
－
即
ち
十
月
十
三
日
よ
り
十
月
二
十
日
ま
で
の
問
）
頃
で
あ
っ
た
。
同
艦
の
軍
医
が
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
ρ
O
・
＜
彗
ζ
き
零
Φ
一
叶
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
軍
艦
が
長
崎
に
入
港
中
、
ポ
ン
ペ
は
小
島
の
養
生
所
で
同
艦
の
水
夫
の
治
療
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
文
久
二
年
、
ポ
ン
ペ
が
後
任
と
し
て
バ
タ
ビ
ア
政
庁
に
推
薦
し
た
人
は
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
で
あ
っ
た
が
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
代
理
人
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
》
畠
一
切
き
身
首
の
推
薦
に
よ
り
陸
軍
軍
医
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
U
け
》
コ
困
き
3
ぎ
が
採
用
さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
の
推
薦
が
退
け
ら
れ
た
た
め
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
長
崎
赴
任
の
機
を
失
い
、
翌
三
年
に
は
健
康
上
の
都
合
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
り
、
海
上
勤
務
を
止
め
、
更
に
上
海
に
渡
来
し
て
病
院
を
開
業
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
処
が
ポ
ン
ペ
の
後
任
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
傭
期
限
が
一
六
六
六
年
十
月
三
十
一
日
（
慶
応
二
年
九
月
二
十
日
）
に
満
期
と
な
る
た
め
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ポ
ン
ペ
と
同
様
、
帰
国
に
際
し
、
留
学
生
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
が
、
帰
国
に
先
だ
ち
、
後
任
を
選
定
し
た
。
即
ち
、
慶
応
二
年
一
月
十
目
（
一
八
六
六
年
二
月
二
十
四
日
）
神
奈
川
に
在
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
公
使
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
U
、
α
①
O
量
Φ
融
く
彗
勺
9
菩
8
9
　
（
文
久
三
年
よ
り
明
治
元
年
ま
で
在
勤
）
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
後
任
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
を
雇
わ
れ
た
い
旨
、
外
国
奉
行
を
通
じ
て
老
中
に
願
出
、
長
崎
病
院
に
目
本
の
招
贈
に
よ
り
医
学
教
師
を
勤
め
た
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
少
佐
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
博
士
の
後
任
に
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
軍
艦
ア
ド
、
i
フ
ル
・
コ
ー
プ
マ
ン
号
に
搭
乗
し
て
い
た
軍
医
マ
ン
ス
フ
．
一
ル
一142　一
ト
ρ
P
＜
弩
ζ
き
撃
①
旨
が
上
海
に
病
院
を
開
業
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
を
傭
入
れ
て
貰
う
べ
く
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
前
記
の
よ
う
に
文
久
三
年
に
健
康
上
の
都
合
で
、
海
上
勤
務
を
止
め
、
オ
ラ
ン
ダ
に
一
旦
帰
国
し
、
更
に
中
国
上
海
に
移
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
は
「
蘭
国
書
翰
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
以
て
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
が
自
署
し
た
文
童
目
鞠
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
し
て
見
え
る
が
、
こ
れ
を
幕
府
で
は
「
長
崎
病
院
教
師
ボ
ー
ド
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
イ
ン
ノ
後
職
ヲ
マ
ン
ス
ヘ
ル
ド
ニ
命
ゼ
ラ
レ
タ
キ
一
件
」
と
し
て
取
扱
い
、
原
書
翰
の
裏
に
「
一
千
八
百
六
十
六
年
第
二
月
廿
四
日
、
第
三
＋
八
号
寅
正
旱
三
目
蕪
号
渡
ス
慶
応
二
年
正
月
吉
、
和
蘭
公
使
6
長
崎
病
院
教
師
バ
ユ
ダ
イ
ン
ノ
後
職
ヲ
当
時
サ
ン
ハ
イ
ニ
在
ル
「
マ
ン
ス
ヘ
ル
ト
」
二
任
ズ
ル
事
ヲ
勧
ム
ル
書
、
老
中
宛
」
と
記
し
て
あ
る
。
　
四
月
四
日
（
陽
暦
五
月
十
八
日
）
に
は
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
医
師
ヨ
ン
グ
ρ
O
■
盆
ぢ
お
を
日
本
政
府
に
傭
わ
れ
た
い
旨
、
外
国
奉
行
に
宛
て
、
願
出
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
願
出
と
し
て
は
、
六
月
二
十
四
日
（
陽
暦
八
月
四
日
）
に
も
オ
ラ
ン
ダ
医
師
メ
ー
エ
ル
が
日
本
人
療
治
を
し
て
も
よ
い
か
と
老
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
中
に
問
合
せ
た
も
の
が
あ
る
。
オ
，
ラ
ン
ダ
医
学
の
研
究
の
盛
ん
に
な
っ
た
当
時
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
長
崎
の
精
得
館
関
係
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
伝
播
に
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
満
期
の
後
、
直
ち
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
、
九
月
二
十
四
日
（
陽
暦
十
一
月
一
日
）
、
日
本
を
離
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
然
し
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
既
に
七
月
に
長
崎
に
渡
来
し
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
江
戸
参
府
中
、
精
得
館
に
勤
務
し
て
い
た
。
七
見
に
来
着
し
だ
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
宿
所
と
同
じ
く
出
島
の
三
番
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
（
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
代
理
人
）
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
家
に
宿
泊
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
慶
応
二
年
正
月
ヨ
リ
同
年
十
二
月
マ
デ
、
外
国
人
井
麦
那
人
名
前
取
調
帳
、
外
務
課
」
に
収
め
ら
れ
た
各
月
の
取
調
帳
中
、
六
月
中
の
分
ま
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
見
え
ず
、
七
月
中
の
分
に
始
め
て
そ
の
名
を
見
出
せ
る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
江
戸
へ
他
行
し
て
い
た
こ
の
七
月
に
は
ハ
ラ
タ
マ
も
同
地
へ
赴
い
て
い
て
、
同
書
に
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
共
に
「
他
『
行
」
と
肩
書
し
て
あ
る
。
そ
し
て
ボ
r
ド
ウ
ィ
ン
は
九
月
に
は
長
崎
に
帰
着
し
て
い
る
。
今
、
次
に
前
記
取
調
帳
の
う
ち
か
ら
そ
の
一143一
r
　
　
　
第
十
七
節
　
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
来
任
こ
ろ
の
記
載
を
抄
録
し
て
置
こ
う
。
　
「
寅
七
月
中
、
外
国
人
麦
那
人
名
前
取
調
帳
、
出
嶋
上
等
の
部
に
　
　
三
番
蘭
ボ
」
ト
イ
ソ
借
地
同同同同同蘭
居
留
場
掛
」
の
・
叉
、
ハ
ラ
タ
マ
は
江
戸
へ
行
っ
て
い
て
、
を
共
に
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
　
八
番
蘭
イ
フ
ァ
ン
サ
ー
ソ
レ
ン
借
地
　
　
　
蘭
イ
フ
ァ
ン
サ
ー
ソ
レ
ン
　
　
　
同
　
　
　
　
　
他
行
　
ハ
ラ
タ
マ
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
「
寅
八
月
中
、
外
国
人
支
那
人
名
前
取
調
帳
、
場
掛
」
の
出
嶋
上
等
の
部
に
　
　
三
番
蘭
ホ
ー
ト
イ
ン
借
地
　
　
　
蘭
ア
イ
ボ
ー
ド
イ
ン
　
蘭
コ
ン
シ
ュ
ル
　
ア
イ
ボ
ー
ド
イ
ソ
　
他
行
　
外
科
　
ボ
ー
ト
イ
ソ
上
海
コ
ン
シ
ュ
ル
妻
　
　
　
　
　
同
人
娘
　
壱
人
　
　
　
　
　
同
下
女
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
医
師
’
マ
ン
ス
フ
ヱ
ル
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
ン
と
行
居
留
同同同同同
他
行
　
外
科
　
　
客
　
　
同
人
娘
　
　
　
下
女
　
　
　
医
師
と
云
っ
て
あ
っ
て
、
上
海
コ
ン
シ
ュ
ラ
タ
マ
に
つ
い
て
は
「
他
行
」
崎
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
調
帳
、
居
留
場
掛
」
に
は
前
記
の
よ
う
に
九
月
に
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
帰
崎
し
て
い
て
、
そ
の
肩
書
の
「
他
行
」
の
二
字
が
省
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
月
以
後
、
ハ
ラ
タ
マ
を
「
ハ
ル
ト
マ
ン
」
と
記
し
て
い
る
。
　
「
寅
十
月
中
、
外
国
人
麦
那
人
名
前
取
調
帳
、
居
留
場
掛
」
に
は
、
上
海
コ
ン
シ
ュ
ル
の
妻
の
一
行
を
「
客
女
三
人
」
記
し
た
他
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
は
異
っ
た
記
載
を
与
え
て
い
な
い
。
「
寅
十
一
月
中
、
外
国
人
支
那
人
名
前
取
調
帳
、
居
留
場
掛
」
の
出
嶋
上
等
の
部
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
〇
　
　
三
番
蘭
ホ
ー
ト
イ
ン
借
地
　
　
　
蘭
ア
イ
ボ
ー
ド
イ
ン
ボ
ー
ト
イ
ソ
女
　
壱
人
壱
人
壱
人
　
マ
ソ
ス
フ
ヱ
ル
ド
　
　
　
　
ル
妻
が
客
と
し
て
見
え
、
ハ
　
　
の
二
字
が
省
い
て
あ
る
。
先
に
帰
「
寅
九
月
中
、
外
国
人
支
那
人
名
前
取
一　144一
蘭蘭蘭蘭蘭蘭
　
ボ
ー
ド
イ
γ
　
同
人
　
妻
同
人
娘
　
壱
人
下
女
　
壱
人
　
客
　
女
三
人
　
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
　
こ
の
報
告
は
十
二
月
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
慶
応
二
年
十
一
月
、
精
得
館
は
運
上
所
に
対
し
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
後
任
と
し
て
七
月
よ
り
勤
務
し
て
い
る
の
に
対
す
る
給
料
及
び
上
海
よ
り
長
崎
ま
で
の
赴
任
旅
費
の
支
払
に
つ
い
て
伺
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
取
っ
た
運
上
所
で
は
旅
費
銀
銭
五
十
枚
に
つ
い
て
は
江
戸
に
進
達
し
た
申
上
書
に
も
約
定
書
に
も
記
載
が
な
い
の
で
別
途
支
出
の
方
法
を
講
じ
た
い
旨
を
回
答
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
月
二
十
三
目
（
一
八
六
六
年
十
二
月
二
十
九
日
）
、
奉
行
所
の
許
可
を
得
て
精
得
館
に
も
通
達
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
塚
彦
之
丞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
条
八
太
郎
　
精
得
館
御
雇
蘭
人
ホ
！
ト
ウ
ヱ
ソ
先
般
帰
国
い
た
し
右
代
マ
ン
ス
ヘ
ー
　
ル
義
当
七
月
汐
御
場
所
江
罷
出
同
人
給
料
ホ
ー
ウ
ト
ヱ
ン
同
様
壱
ケ
月
　
銀
銭
四
百
枚
八
月
汐
十
月
迄
三
分
井
上
海
み
当
湊
迄
之
旅
費
同
五
拾
枚
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
　
合
而
千
六
百
五
拾
枚
此
節
請
取
度
旨
申
立
右
者
ホ
！
ト
ゥ
ヱ
ソ
同
様
以
　
後
其
運
上
所
税
銀
之
内
み
出
方
相
成
候
様
い
た
し
度
尤
右
之
趣
運
上
所
　
掛
冠
御
沙
汰
御
座
候
様
仕
度
此
段
奉
伺
候
以
上
　
　
　
寅
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
得
　
館
　
　
上
海
み
当
港
迄
之
旅
費
銀
金
五
拾
枚
之
義
ハ
江
府
御
申
立
井
約
定
書
　
　
中
二
も
無
之
候
間
早
々
別
段
御
申
上
相
成
候
様
い
た
し
度
右
之
心
得
　
　
を
以
出
方
取
計
申
候
　
　
　
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
上
所
掛
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
旅
行
中
も
精
得
館
に
勤
務
し
、
医
学
校
に
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
予
定
日
、
九
月
二
十
五
日
（
陽
暦
十
一
月
一
日
）
に
正
式
に
幕
府
と
契
約
を
結
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
挨
拶
状
に
も
前
記
の
よ
う
に
八
月
二
十
六
旧
（
陽
暦
十
月
四
目
）
、
江
戸
に
着
き
、
八
月
二
十
八
日
（
陽
暦
十
月
六
日
）
に
横
浜
よ
り
舟
便
に
て
長
崎
に
向
う
旨
を
記
し
た
後
「
長
崎
表
着
之
上
、
同
所
病
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
院
之
伝
習
は
医
師
フ
ァ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
江
任
す
べ
し
、
同
人
は
余
が
不
在
之
時
既
二
此
勤
を
取
扱
ひ
し
者
な
り
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
契
約
は
傭
継
の
結
果
、
五
ケ
年
間
と
な
っ
た
が
、
未
だ
そ
の
約
定
書
に
接
す
る
機
を
得
な
い
。
一145一
　
　
　
第
十
七
節
　
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
来
任
　
さ
て
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
つ
い
て
池
田
謙
斎
は
「
マ
ン
ス
フ
　
　
マ
ヤ
ェ
ル
ド
が
来
て
か
ら
、
解
剖
を
や
ら
ね
ば
い
け
な
い
と
云
ふ
の
で
解
剖
の
講
釈
を
初
め
た
が
当
時
ま
だ
実
地
に
や
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
か
ら
、
紙
製
の
人
形
で
習
て
ゐ
た
。
こ
れ
な
ら
東
京
の
医
学
所
に
居
た
時
か
ら
既
に
見
て
居
た
の
で
、
大
分
得
意
じ
や
っ
た
け
れ
ど
、
本
物
の
解
剖
は
ま
だ
や
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
然
る
に
其
節
丁
度
露
国
の
軍
鑑
が
寄
港
し
て
、
其
乗
組
員
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
患
者
を
精
得
館
の
病
院
へ
入
れ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
を
受
人
と
し
て
頼
み
置
い
た
ま
x
、
再
び
解
縄
し
た
が
其
後
此
患
者
が
死
亡
し
た
の
で
、
こ
れ
を
そ
っ
と
内
所
で
解
剖
す
る
こ
と
x
成
っ
た
。
こ
れ
が
私
共
実
地
に
屍
体
解
剖
を
や
っ
た
初
め
で
、
其
時
は
実
に
う
れ
し
か
っ
た
。
併
し
時
恰
も
夏
季
で
あ
る
の
に
、
そ
い
つ
を
三
十
日
も
貯
へ
て
置
い
た
の
だ
か
ら
、
臭
気
な
ん
て
た
ま
っ
た
も
の
じ
や
な
い
。
其
時
の
模
様
を
云
ふ
と
、
一
人
が
初
め
に
右
の
手
を
や
る
と
、
次
に
一
人
は
左
の
手
を
や
る
。
又
次
に
一
人
が
右
の
足
を
や
る
と
、
一
人
が
左
の
足
に
か
x
る
と
云
ふ
風
に
、
一
ケ
の
屍
体
に
八
人
位
一
所
に
掛
っ
た
も
の
で
。
初
め
に
筋
肉
、
そ
れ
か
ら
血
管
や
ら
、
神
経
や
ら
、
靱
帯
や
ら
、
そ
れ
く
解
剖
し
た
が
、
靱
帯
は
最
も
閉
口
し
た
。
靱
帯
は
脱
臼
な
ど
の
研
究
に
極
め
て
必
要
な
の
だ
か
ら
、
十
分
や
ら
な
き
や
い
か
ぬ
と
云
ふ
の
で
、
そ
れ
を
取
は
が
し
て
乾
す
の
じ
や
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
実
に
弱
て
し
ま
っ
た
。
　
こ
ん
な
風
で
朝
か
ら
講
釈
を
聴
い
た
り
し
て
、
其
あ
と
が
、
毎
目
替
る
く
屍
体
の
番
を
や
る
の
だ
っ
た
が
、
或
目
私
共
の
番
の
日
に
、
一
寸
飯
を
食
ひ
に
往
た
間
に
、
犬
め
が
そ
い
つ
を
喰
ひ
居
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
た
に
は
驚
い
た
ね
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
と
い
ふ
人
は
随
分
酷
な
ほ
ど
厳
格
な
男
だ
っ
た
か
ら
、
イ
ヤ
此
有
様
を
見
て
怒
る
ま
い
こ
と
か
、
火
の
や
う
に
立
腹
し
て
、
こ
ん
な
不
注
意
な
こ
と
を
す
る
や
う
で
は
、
医
者
に
な
れ
な
い
。
折
角
骨
を
折
て
教
へ
て
や
る
の
に
何
と
い
ふ
心
掛
だ
と
大
眼
玉
を
貰
た
。
屍
体
の
手
に
入
ら
な
い
其
の
節
の
こ
と
じ
や
か
ら
、
彼
奴
の
怒
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
じ
や
て
、
こ
ん
な
こ
と
の
為
、
や
が
て
精
得
館
の
化
学
及
理
学
の
教
場
を
解
剖
所
に
し
た
が
、
硝
子
窓
を
し
め
て
置
く
と
臭
い
の
で
、
少
し
窓
を
す
か
し
て
置
い
て
、
扱
其
翌
日
行
て
見
る
と
、
い
や
蝿
が
非
常
に
群
集
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
此
蝿
の
ひ
り
つ
け
た
子
が
、
蛆
に
な
る
事
を
発
見
し
た
。
初
め
蛆
は
腐
敗
か
ら
出
来
る
か
と
思
て
ゐ
た
の
じ
や
が
、
此
時
実
際
に
見
て
蝿
が
ひ
り
つ
け
る
子
が
蛆
に
一146一
な
る
こ
と
を
知
た
の
じ
や
ひ
ど
い
も
の
で
、
蝿
の
子
が
ひ
り
つ
け
ら
れ
る
と
、
其
翌
目
は
早
や
数
の
子
位
に
大
き
く
な
り
、
中
一
日
位
隔
て
x
見
る
と
、
既
に
う
ぢ
く
動
い
て
居
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
そ
れ
か
ら
マ
ン
入
フ
ェ
ル
ド
は
解
剖
の
外
に
、
其
節
外
科
も
や
り
、
織
帯
学
も
、
診
断
学
も
教
へ
て
く
れ
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
時
か
ら
見
る
と
教
へ
方
が
旨
く
て
、
此
時
分
か
ら
、
私
共
も
こ
い
つ
は
よ
い
と
思
た
。
殊
に
診
断
学
の
時
な
ど
は
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
な
ど
と
ち
が
づ
て
、
規
則
正
し
く
聴
診
打
診
な
ど
を
授
け
た
も
の
じ
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
当
時
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
は
ま
だ
三
十
二
三
歳
の
若
い
男
だ
っ
た
が
、
随
分
酷
な
気
風
だ
っ
た
け
れ
ど
、
亦
極
熱
心
な
親
切
な
男
じ
や
っ
た
。
此
人
は
本
国
で
も
学
校
の
『
ア
ッ
シ
ス
タ
ン
ト
』
か
何
か
を
し
て
居
た
ら
し
か
っ
た
。
従
て
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
比
し
て
教
師
に
は
適
し
て
居
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
回
顧
し
て
お
り
、
且
つ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
「
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
が
来
て
か
ら
本
当
に
医
者
に
成
れ
る
か
と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
解
剖
の
教
授
よ
り
始
め
、
外
科
学
、
糊
帯
学
、
診
断
学
な
ど
を
規
則
正
し
く
教
え
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
『
近
世
名
医
伝
』
に
は
「
為
人
剛
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
毅
方
正
、
教
生
徒
精
密
、
視
病
者
者
切
実
、
生
平
勤
勉
、
未
嘗
解
日
課
、
而
解
剖
組
織
二
学
及
眼
科
、
則
最
為
其
長
技
」
と
云
っ
て
あ
り
、
『
文
明
大
観
』
第
六
冊
に
も
こ
れ
を
和
訳
し
て
あ
る
が
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
性
格
は
厳
格
な
反
面
、
風
雅
を
愛
し
、
暇
が
あ
れ
ば
花
卉
を
培
い
、
或
い
は
坐
し
て
楽
器
を
弄
び
、
或
い
は
古
跡
名
勝
を
探
訪
し
、
日
本
の
文
物
を
愛
し
た
。
又
、
種
痘
施
行
も
行
届
か
し
め
た
の
で
あ
る
。
長
与
専
斎
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
つ
い
て
『
松
香
私
志
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
、
　
　
マ
ン
ス
フ
エ
ル
ト
氏
は
、
極
め
て
厳
格
な
る
人
に
て
、
如
何
程
立
派
　
な
る
規
則
に
て
も
、
守
ら
ざ
れ
ば
益
な
し
と
、
常
に
言
ひ
け
る
が
、
三
　
年
余
の
間
、
一
日
も
欠
勤
せ
ず
、
暑
中
と
難
も
、
休
み
た
る
事
な
か
り
　
き
。
　
　
氏
に
は
、
膝
関
節
慣
麻
質
斯
の
持
病
あ
り
て
、
発
作
の
時
は
、
燃
腫
　
し
て
熱
を
発
し
、
頗
る
苦
痛
の
体
な
り
し
か
ど
も
、
馬
に
乗
り
、
患
足
　
を
鐙
よ
り
外
し
な
が
ら
、
時
刻
を
違
へ
ず
、
学
校
に
来
り
、
室
内
は
、
　
杖
に
縄
り
て
回
診
せ
り
。
斯
く
躬
ら
脂
め
て
衆
を
率
ゐ
た
れ
ば
こ
そ
、
　
皆
奮
励
し
て
事
に
従
ひ
改
革
の
業
も
、
速
に
好
成
績
を
見
た
る
な
れ
。
　
こ
の
よ
う
な
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
厳
格
で
精
密
な
医
学
教
育
も
幕
末
の
騒
擾
に
よ
っ
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
真
価
を
充
分
に
は
発
揮
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
明
治
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第
十
七
節
　
　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
来
任
三
年
に
幕
府
と
の
契
約
五
ケ
年
間
の
長
崎
医
学
校
に
お
け
る
教
授
を
終
っ
た
が
、
こ
の
間
、
慶
応
三
年
三
月
に
は
出
島
三
番
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
家
か
ら
独
立
し
、
十
一
番
の
ド
イ
ツ
人
キ
ニ
フ
ル
の
借
地
に
移
っ
た
。
こ
の
家
は
新
た
に
建
築
し
た
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
、
こ
の
地
番
に
は
住
人
が
い
な
か
っ
た
。
然
し
そ
の
後
こ
の
地
番
は
分
筆
さ
れ
、
十
一
番
イ
（
現
在
の
朝
永
病
院
所
在
地
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
住
所
に
関
す
る
資
料
を
外
国
人
名
前
取
調
帳
の
中
か
ら
抄
録
し
て
置
こ
う
。
　
「
慶
応
三
年
、
夘
正
月
中
、
外
国
人
名
調
帳
、
外
務
掛
」
の
出
嶋
上
等
の
部
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
　
　
三
番
蘭
ホ
ー
ト
イ
ン
借
地
　
　
　
蘭
蘭
コ
ン
シ
ユ
ル
ア
イ
ボ
ー
ド
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
同
医
師
マ
ン
ス
フ
エ
ル
ド
　
同
書
所
収
「
夘
二
月
中
、
外
国
人
支
那
人
名
前
取
調
帳
、
居
留
場
掛
」
に
は
右
と
同
様
で
は
あ
る
が
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
肩
書
が
な
い
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
二
月
中
に
家
を
建
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
月
以
後
の
分
に
見
え
る
家
番
地
は
二
月
ま
で
の
出
嶋
の
地
所
番
地
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
即
ち
「
夘
二
月
中
、
外
国
人
支
那
人
名
前
取
調
帳
、
居
留
場
掛
」
の
出
嶋
上
等
の
部
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
　
　
十
一
番
蘭
エ
ル
　
キ
ニ
フ
レ
ル
借
地
　
　
　
蘭
マ
ン
ス
フ
エ
ル
ト
　
以
後
、
十
二
月
ま
で
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
住
所
に
変
更
は
な
い
。　
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
門
人
と
し
て
は
、
ボ
；
ド
ワ
ィ
ン
の
時
代
か
ら
の
留
学
生
の
他
に
、
椰
野
直
、
吉
田
健
康
、
渡
辺
知
行
、
竹
内
正
信
等
が
あ
り
、
竹
内
正
信
は
明
治
維
新
に
際
し
て
長
崎
を
脱
走
し
た
が
、
越
前
丸
岡
に
帰
国
後
、
病
院
頭
取
と
な
り
、
明
治
二
年
以
後
は
、
大
学
大
助
教
、
大
阪
軍
事
病
院
勤
務
、
少
博
士
、
少
典
医
、
少
教
授
を
歴
任
し
た
。
　
さ
て
、
朋
治
三
年
十
二
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
二
月
三
目
）
、
吉
雄
圭
斎
の
進
言
に
基
い
て
熊
本
藩
の
治
療
所
兼
医
学
校
に
招
聴
さ
れ
、
熊
本
藩
知
事
代
竹
崎
律
次
郎
、
寺
倉
秋
堤
等
と
長
崎
に
お
い
て
三
条
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
時
の
契
約
で
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
三
ヶ
年
間
、
肥
後
藩
の
医
術
教
導
を
な
し
、
藩
の
病
一148一
院
に
勤
務
し
、
月
給
は
メ
キ
シ
コ
ド
ル
に
よ
っ
て
麦
払
い
、
自
由
な
住
家
を
与
え
、
長
崎
、
熊
本
間
の
旅
費
は
自
弁
と
は
せ
ず
、
日
本
の
毎
年
二
度
の
大
祭
に
は
講
義
を
休
み
、
時
々
長
崎
に
出
る
こ
と
は
自
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
講
義
は
六
月
よ
り
姶
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
明
治
四
年
四
月
二
十
八
日
（
一
八
七
一
年
六
月
十
五
日
）
よ
り
同
七
年
四
月
二
十
八
日
（
一
八
七
四
年
六
月
十
五
日
、
明
治
七
年
は
既
に
陽
暦
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
）
ま
で
教
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
五
年
（
一
九
七
二
年
）
に
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
講
義
録
（
日
講
筆
記
）
が
出
版
さ
れ
、
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
同
年
六
月
十
九
日
（
一
九
七
二
年
七
月
二
十
四
日
）
、
明
治
天
皇
の
熊
本
医
学
校
行
幸
に
際
し
、
国
民
の
肉
食
奨
励
を
上
申
し
た
。
熊
本
に
お
け
る
門
下
に
北
里
柴
三
郎
な
ど
が
い
た
が
、
そ
の
後
、
京
都
、
大
阪
の
病
院
に
転
じ
、
帰
国
後
は
ハ
ー
グ
の
種
痘
局
に
勤
務
し
、
や
が
て
そ
こ
の
局
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
八
十
才
で
残
し
た
。
日
本
を
離
れ
る
前
は
医
学
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
衰
微
し
、
ド
イ
ツ
医
学
に
代
っ
た
の
で
、
種
々
難
渋
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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長
崎
医
学
の
基
礎
